




















































































































































































































































































































































































































































































































































































〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 （同二十円）
〃 〃
（同二十五円）
〃 〃 〃 （同三十円）
〃 〃
（同三十五円）
〃 〃 〃
（役職）
鹿
児
島
鹿
児
島
沖
縄
長
野 沖
縄
iii'１
縄
ｉｌｌＩ１
縄
沖
縄 沖
縄
沖
縄
沖
縄
沖
縄 沖
縄
沖
縄 沖
縄
沖
縄
沖
縄
沖
縄
沖
縄
不
明 沖
縄
沖
縄
愛
媛
福
岡
長
崎
千
葉 （本籍地）
中
村
邦
彦
朝
武
士
干
城
橋
口
軍
六
緒
形
惟
則
川
上
親
晴
田野熾
関
谷
侃
越
川
重
平
草
場
道
生
小
佐
々
周
平
重
信
傳
蔵
大
塚
敬
六
中
村
平
八
郎
勝
屋
弘
道
荒
木
逸
平
愛
野
繁
三
青
木
光
包
佐
伯
譲
之
肋
木
山
市
衛 元雄
（八等轡部）
同
八
重
山
分
署
（九等瀞部）
同
宮
古
島
分
署
（十等警部）
同
久
米
島
分
署
（＋等警部）
（十等響部）
（七等瀞部）
那
網
瀞
察
署
（伊江島番所）
（久志番所）
（大宜味番所）
（八重山島番所）
（與那城番所）
御
用
掛
（首里役所）
（佐敷番所）
（恩納番所）
（名護番所）
（東風平番所）
（越来番所）
（豊見城番所）
（慶良間島番所）
（今帰仁番所）
（役職）
鹿
児
島
青
森
鹿
児
島
鹿
児
島
鹿
児
島
鹿
児
島
大
分 千
葉
長
崎
長
崎
鹿
児
島
長
崎
長
崎
長
崎
長
崎
長
崎 堺
来
京
島
根
福
岡 （本籍地）
（１）
当
時
の
社
会
状
況
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
明
治
政
府
に
よ
る
一
方
的
な
「
琉
球
処
分
」
に
対
－
し
、
首
里
士
族
を
中
心
に
新
県
へ
の
不
服
従
運
動
や
清
国
へ
の
脱
出
な
ど
の
抵
抗
運
動
が
県
内
全
域
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
処
分
官
お
よ
び
県
庁
の
強
硬
な
姿
勢
に
よ
っ
て
同
年
五
月
の
国
王
尚
泰
の
上
京
、
一
○
月
の
三
司
官
の
県
庁
採
用
を
通
し
て
、
王
府
か
ら
県
庁
へ
の
実
質
的
な
行
政
の
移
行
は
完
了
す
る
。
こ
の
過
程
を
通
し
て
完
成
し
た
県
庁
組
織
が
明
治
一二年の『沖縄県職員録」［資料１］である。［資料１］からは、まず県庁人員のほとんどが内地（日
本
本
土
）
出
身
の
官
吏
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
点
は
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
菊
山
正
明
は
「
沖
縄
県
庁
の
人
員
構
成
は
、
庶
務
部
門
に
お
け
る
長
崎
出
身
者
、
警
察
部
門
に
お
け
る
鹿
児
島
出
身
者
と
い
う
よ
う
に
、
長
崎
・
鹿
児
島
両
県
の
藩
閥
的
色
彩
が
非
常
に
濃
厚
で
あ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
県
庁
の
「
庶
務
部
門
」
が
鍋
島
の
出
身
地
で
あ
る
長
崎
出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
DlIIi※鍋島
直
彬
と
原
忠
順
の
本
籍
地
は
来
京
と
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
と
も
出
身
は
鹿
烏
辮
（
当
時
長
崎
県
）
で
あ
る
。
（
大
橋
新
太
郎
編
「
官
貝
録
明
治
一
二
～
明
治
一
一
六
年
乙
一
博
文
館
、
一
八
七
九
～
一
八
九
三
年
よ
り
作
成
。
）
ilij
ＩＩＬ
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齋
藤
麗
正
秋
水
栓
蔵
松
本
茂
平
井
連
三
郎
伊
奈
訓
坂
本
成
則
谷
口
復
四
郎
（十等属）
〃 〃 〃
（九等属）
（十五等出仕）
〃
愛
媛
来
京
福
島
長
崎
新
潟
長
崎
長
崎
上
柳
久
徴
内
田
孝
太
郎
吉
川
省
吾
林 岡
村
徳
兵
衛
白
石
幸
意
中
川
四
郎
（久志番所）
〃 〃 〃
（九等瞥部）
〃
（八等警部）鹿児島
神
奈
川
茨
城
長
野
宮
城
群
馬
鹿
児
島
隈
元
禎
三
江
口
善
吉
松
下
兼
清
（十等瞥部）鹿児島
何
羽
地
分
署
（十等瞥部）
（八等瞥部）
首
里
警
察
署
鹿
児
島
鹿
児
島
（２）
と
を
明
ら
か
に
－
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
県
官
吏
に
含
ま
れ
る
一
一
十
名
の
沖
縄
出
身
者
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
表
十
五
（３）
人
衆
」
・
を
は
じ
め
と
す
る
首
里
王
府
の
上
層
役
人
た
十
つ
（
以
下
、
王
府
役
人
）
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
任
用
経
緯
に
つ
い
ては、「琉球処分「｜研究において触れられており、王府役人を中心とした沖縄全域的な県政へのボイ
コ
ッ
ト
運
動
に
対
し
て
県
庁
は
警
察
を
動
員
し
、
そ
の
暴
力
を
通
し
て
県
に
恭
順
さ
せ
た
こ
と
や
、
そ
も
そ
も
旧
支
配
（４）
層を取川リ込まなければ県内統治ができない状況にあったことが指摘されてきた。
従
来
の
研
究
の
傾
向
と
し
て
、
当
時
の
沖
縄
県
庁
を
明
治
政
府
と
同
一
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
西
里
喜
行
は
新
統
治
機
構
（
沖
縄
県
庁
）
の
構
築
過
程
か
ら
「
〈
自
治
〉
ぬ
き
の
、
明
治
政
府
に
直
結
し
た
沖
縄
県
政
は
、
も
っ
ぱ
ら
明
治
政
府
（
内
務
省
）
の
設
定
し
た
路
線
に
そ
っ
て
動
き
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
指
摘
し
、
県
（－０〉
庁を政府の出先機関として位置づけた。また、金城正篤はその要因として、①他県人．を中心とした政
治行政、②権力装置（警察・監獄など）の素早い構築、③沖縄県地方予算が「国庫支弁」、④旧慣の存
（６）
続・を挙げている。つまり、「自治ぬき」という機構的側面と、政策的側面の双方において政府に直結す
る
形
で
創
出
さ
れ
た
機
関
と
し
て
沖
縄
県
庁
を
位
置
付
け
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
森
宣
雄
は
「
初
期
県
政
」
を
鍋
島
・
上
杉
県
政
を
指
す
用
語
と
し
て
定
義
付
け
を
お
こ
な
い
、
県
庁
と
政
府
の
間
に
お
い
て
旧
慣
の
処
理
を
め
ぐ
る
政
（７）
策
方
針
が
中
央
政
府
と
の
あ
い
だ
で
統
一
ぺ
ご
れ
な
い
ま
ま、そこに紛糾を生じたと指摘する。また、大里知子
は
政
府
が
初
期
県
今
に
求
め
た
の
は
、
琉
球
の
士
族
階
級
を
懐
柔
す
る
た
め
の
旧
諸
侯
と
し
て
の
権
威
と
手
腕
で
あ
り
、
ま
た
鍋
島
本
人
が
政
府
の
中
央
集
権
化
政
策
に
逆
行
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
出
212
（８）
身
藩
勢
力
の
移
植
と
い
う
問
題
を
生
み
出
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
初
期
県
政
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
従
来
不
明
で
あ
っ
た
初
期
県
政
の
創
出
過
程
に
お
け
る
そ
の
実
相
を
現
場
の
担
当
者
（
県
令
）
で
あ
る
鍋
島
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
際
、
従
来
こ
の
時
期
の
基
礎
的
史
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
喜
舎
場
朝
賢
『
琉
球
見
聞
録
』
と
松
田
道
之
『
琉
球
処
分
』
に
加
え
て
、
本
稿
で
は
鍋
島
直
彬
県
令
関
連
の
史
資
料
に
着
目
し
、
よ
り
現
場
の
実
態
に
則
し
た
視
点
か
ら
考
察
を
試
み
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
旧
首
里
壬
府
を
消
滅
さ
せ
て
、
県
庁
に
よ
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
創
出
す
る
過
程
に
お
い
て
生
じ
る
中
央
と
現
場
の
間
の
矛
盾
や
、
鍋
島
が
新
県
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
県
政
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
な
ど
、
現
場
の
実
相
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
王
府
役
人
を
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
県
庁
へ
取
り
込
む
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
鍋
島
県
令
赴
任
以
前
の
段
階
に
お
け
る
政
府
官
吏
の
動
向
か
ら
見
て
い
く
。
て
い
た
・
廃
琉
置
県
に
前
後
す
る
時
期
に
お
い
て
、
す
で
に
新
県
の
創
設
に
お
い
て
王
府
役
人
を
取
り
込
む
必
要
は
議
論
さ
れ
八
七
九
年
四
月
九
日
付
松
田
道
之
・
木
梨
精
一
郎
宛
の
「
復
命
書
」
に
は
、
当
時
地
方
役
人
の
説
諭
に
当
た
っ
て
、
王
府
役
人
採
用
の
論
理
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こ
の
復
命
書
に
は
、
「
旧
藩
王
」
尚
泰
自
身
に
新
県
へ
従
う
よ
う
管
内
に
告
諭
さ
せ
る
こ
と
や
、
郡
村
つ
ま
り
地
方
行
政
に
お
い
て
「
郡
村
に
在
勤
の
吏
員
断
然
一
旦
之
を
廃
し
市
民
中
希
望
或
は
人
撰
を
以
新
に
之
を
替
置
」
く
こ
と
、
ま
た
県
庁
を
首
里
に
移
転
し
た
上
で
「
旧
藩
政
中
地
方
の
事
務
を
担
理
し
且
地
方
に
対
し
名
望
特
達
精
廉
の
聞
え
あ
る
旧
官吏数名暫く県官に混用」することなど、「旧藩王」をはじめ現地の人間の協力を得て県政運営を進め
る
べ
き
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
ｃ
こ
れ
を
受
け
て
処
分
官
の
松
田
道
之
は
「
先
っ
第
一
に
は
土
地
人
民
を
引
渡
す
以
前
に
於
て
旧
藩
王
よ
り
旧
管
民
に
対
し
廃
藩
置
県
の
事
を
告
け
且
以
来
新
県
の
命
令
に
従
ふ
へ
き
旨
の
布
達
を
為
す
へ
し
」
と
述
べ
、
新
県
へ
の
協
力
を
（川）
要
請
す
る
布
達
を
出
す
よ
う
、
尚
泰
と
一
二
司
官
に
命
じ
て
い
る
。
い
た
官
吏
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
旧
官
吏
数
名
暫
く
県
官
に
混
用
し
之
を
し
て
地
方
旧
慣
の
情
に
智
は
し
め
以
て
民
戸
の
治
否
を
監
み
其
成
跡
（９）
を
考
る
に
あ
り
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
）
在勤の吏員断然一
移
し
、
士
民
の
心
を
旧
藩
王
を
し
て
旧
藩
下
一
般
の
士
民
に
告
諭
を
布
か
し
む
る
に
あ
り
。
日
旧
藩
政
中
置
く
処
、
首
里
よ
り
郡
村
に
旦
之
を
廃
し
市
民
中
希
望
或
は
人
撰
を
以
新
に
之
を
替
置
く
可
し
。
日
政
庁
を
速
に
首
里
に
新
せ
し
め
而
め
旧
藩
政
中
地
方
の
事
務
を
担
理
し
且
地
方
に
対
し
名
望
特
達
精
廉
の
聞
え
214
こ
こ
で
松
田
が
「
最
も
困
難
な
る
は
、
土
民
字
を
知
る
者
少
な
く
、
言
語
通
せ
き
る
を
以
て
政
令
を
布
き
、
政
治
を
施
す
に
、
皆
な
士
族
以
上
の
者
を
用
ひ
て
、
之
か
媒
介
を
な
さ
し
め
ざ
る
を
得
す
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
言
語
の
不
通
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
王
府
役
人
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
新
県
の
運
営
が
緒
に
つ
か
な
い
状
況
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
喜
舎
場
朝
賢
に
よ
る
と
、
当
時
は
「
旧
三
司
官
等
は
帰
て
衆
官
吏
と
協
議
し
て
以
為
士
民
一
般
心
志
を
固
く
廻
）
（
旧
）
め日本の〈叩令を拒絶し以て清国の援兵を待つべし」という状況にあり、盟約書を通した県内全域的な
新
県
へ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
よ
り
、
実
質
的
に
は
行
政
停
止
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
行
政
関
係
の
書
類
提
出
や
租
税
徴
収
の
妨
害
な
ど
具
体
的
な
形
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
松
田
ら
は
置
県
直
後
か
ら
王
府
役
人
に
対
し
て
新
県
へ
協
力
す
る
よ
う
説
諭
を
繰
り
返
し
行
い
、
各
種
行
政
関
係
の
書
類
提
出
を
求
め
る
が
、
思
う
よ
う
に
は
進
ま
な
ま
た
、
「
琉
球
処
分
方
法
」
と
し
て
松
田
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
皆
な
士
族
以
上
の
者
を
用
ひ
て
、
之
か
媒
介
を
な
さ
し
め
さ
る
を
得
す
。
而
し
て
其
士
族
は
則
ち
不
平
徒
な
れ
は
上
意
を
傭
伝
し
下
情
を
詐
申
し
、
実
に
士
人
に
便
益
な
る
事
件
も
之
を
不
便
不
益
と
し
て
告
知
す
る
等
、
塗
蔽
離
｛Ⅲ）
間
至
ら
ざ
る
な
く
、
以
て
政
治
を
妨
害
す
る
の
好
手
段
と
な
す
其
処
分
の
後
に
於
て
は
、
元
是
畏
服
に
し
て
心
服
に
あ
ら
さ
れ
は
、
陰
顕
百
般
の
所
為
を
以
て
政
治
の
妨
害
を
な
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
壬
府
役
人
の
県
庁
へ
の
採
用
（
取
込
）
と
い
う
政
策
が
、
廃
琉
置
県
前
後
の
時
期
か
ら
既
に
処
分
官
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
官
吏
の
間
で
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
旧
王
国
体
制
の
突
然
の
廃
止
に
よ
る
諸
業
務
の
混
乱
や
、
言
語
の
不
通
な
ど
の
事
情
か
ら
、
彼
ら
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
新
県
運
営
が
緒
に
つかない状況があった。
そ
し
て
、
同
年
五
月
に
松
田
が
藩
主
尚
泰
を
上
京
さ
せ
、
処
分
官
と
し
て
の
職
務
を
完
了
し
て
沖
縄
を
去
る
と
、
首
里
王
府
か
ら
県
庁
へ
の
事
務
引
継
や
王
府
役
人
へ
の
説
諭
は
、
同
月
に
赴
任
し
た
初
代
県
令
鍋
島
直
彬
に
引
継
が
れ
る
。
鍋
島
は
赴
任
当
初
の
沖
縄
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
対
外
的
に
は
そ
の
県
政
を
誤
る
こ
と
は
国
際
問
題
に
繋
が
り
、
「
清
国
政
府
は
必
す
言
は
し
、
日
本
政
府
不
義
の
処
置
を
為
し
、
力
を
以
て
小
弱
国
を
厘
取
せ
ん
と
せ
し
も
、
国
人
義
を
守
て
服
せ
す
。
日
本
既
に
他
の
属
国
奪
有
せ
ん
と
し
、
而
し
て
一
国
の
人
民
を
苦
し
む
罪
問
へ
し
と
（Ｍ）
の
事
起
る
は
、
実
に
我
大
日
本
帝
国
の
汚
辱
に
し
て
、
各
国
の
慢
侮
怯
笑
を
蒙
ら
ん
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
部
に
お
い
て
も
「
士
族
輩
は
依
然
と
し
て
県
官
を
視
る
俄
敵
の
如
く
問
切
番
所
に
大
石
を
投
し
、
警
察
署
に
瓦
礫
を
櫛
け
、
甚
し
き
に
至
て
は
石
を
属
官
に
投
し
、
其
足
を
傷
る
如
と
狼
籍
枚
挙
す
る
に
て
暹
あ
ら
す
。
」
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
鍋
島
は
自
ら
が
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
「
実
地
の
状
況
全
く
敵
地
中
に
孤
立
す
る
も
の
と
一
般
な
り
」
と
評
し
（旧〉
て
い
る
。
当
時
の
国
際
情
勢
に
つ
い
て
、
西
里
喜
行
は
琉
球
「
所
属
」
問
題
の
国
際
化
を
怖
れ
る
明
嗜
伯
政
府
が
廃
琉
置
県
を
断
行
し
、
琉
球
王
国
の
宗
主
国
で
あ
っ
た
清
国
も
廃
琉
置
県
の
現
実
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
「
廃
琉
置
か
つ
た
。
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彼
の
輩
を
し
て
畏
服
悔
悟
の
心
あ
ら
し
め
、
而
し
て
後
徐
か
に
寛
典
を
以
て
之
を
処
し
恩
撫
徳
綏
す
る
に
非
れ
は
、
到
底
施
治
の
諸
に
就
く
可
ら
き
り
し
。
」
と
し
て
、
「
不
暹
」
つ
ま
り
県
政
へ
の
抵
抗
を
糺
問
し
、
恭
順
さ
せ
た
上
で
「
寛
典
を
以
て
之
を
処
し
」
、
県
庁
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
へ
採
用
し
な
け
れ
ば
県
治
を
開
始
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
（旧〉
述べている。
で
は
、
次
ト
も
松
田
ら
と
同
様
に
王
府
役
人
の
力
を
借
り
て
県
政
を
行
う
方
針
で
あ
っ
た
。
鍋
島
は
「
一
旦
其
不
暹
を
糺
し
飽
ま
て
県
処
分
の
前
後
に
お
い
て
、
清
国
（
洋
務
派
）
の
対
日
外
交
の
基
調
ｌ
日
清
提
携
路
線
ｌ
は
一
貫
し
て
変
わ
る
こ
と
な
（肥〉
く
維
持
さ
れ
た
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
廃
琉
置
県
以
前
に
中
国
へ
密
航
し
て
い
た
向
徳
宏
（
幸
地
親
方
朝
常
）
が
、
七
月
三
日
に
福
州
琉
球
館
か
ら
北
上
し
天
津
で
李
鴻
章
に
救
国
を
請
う
嘆
願
書
を
提
出
す
る
と
、
そ
れ
以
降
琉
球
士
族
の
〈町）
清
国
へ
の
密
航
（
脱
清
）
が
相
次
い
で
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
沖
縄
県
政
は
国
際
問
題
に
繋
が
る
外
交
案
件
を
抱
え
て
お
り
、
明
治
政
府
は
外
交
上
、
琉
球
「所属」問題をあくまで内政問題として処理する必要が生じていた。このような状況下において、鍋島
し､
く
｡
次
に
具
体
的
な
採
用
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
（旧）
「
鍋
島
直
彬
県
令
関
係
綴
」
所
収
の
史
資
料
を
中
、
心
に
み
て
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松田および県令心得木梨精一郎が沖縄を離れた後も、引き続き王府役人に対して警察による探偵と
県
官
吏
に
よ
る
説
諭
が
続
け
ら
れ
る
が
、
八
月
に
入
る
と
事
態
は
大
き
な
動
き
を
見
せ
る
。
八
月
一
八
日
に
八
重
山
か
ら
の
租
税
船
が
那
覇
港
に
入
港
し
、
王
府
役
人
た
ち
が
独
自
に
租
税
を
収
納
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
鍋
島
は
以
下
の
よ
う
な
報
告
を
し
て
い
る
。
二
、
採
用
過
程
ｌ
探
偵
・
説
諭
・
拘
留
・
恭
順
Ｉ
る
一
事
件
を
も
其
証
を
挙
る
を
得
た
り
。
各
間
切
吏
員
輩
及
士
族
輩
血
署
し
て
盟
約
を
為
せ
ん
も
の
あ
り
（
中
略
）
（幼）
蓋
し
士
族
輩
に
亡
国
の
田
心
を
為
し
、
復
藩
の
念
已
ま
さ
る
よ
り
、
我
を
視
る
俄
敵
の
如
く
な
り
し
を
維
持
し
必
復
旧
を
謀
ら
ん
と
す
る
の
密
事
も
発
覚
す
る
に
至
れ
り
。
而
し
て
最
我
政
令
に
服
従
せ
さ
る
元
素
た
租
税
の
取
調
を
厳
に
せ
し
処
、
遂
に
旧
藩
吏
等
窺
に
租
税
を
収
奪
せ
し
丁
の
緒
を
得
。
愈
慎
密
の
探
偵
調
査
を
な
せ
ん
に
、
貢
納
の
布
類
其
他
檀
収
少
か
ら
す
、
八
重
山
島
よ
り
到
着
の
貢
納
積
船
も
全
く
前
年
の
租
税
に
非
ら
さ
八
月
十
八
日
八
重
山
島
よ
り
租
税
船
到
着
。
直
に
之
を
糺
す
に
曰
く
、
昨
年
の
貢
租
な
り
と
好
し
。
昨
年
の
貢
租
に
も
せ
よ
、
其
儘
旧
藩
吏
よ
り
直
に
受
取
る
可
き
理
由
な
く
。
加
ふ
る
に
甚
た
怪
む
へ
き
あ
る
を
以
て
、
追
々
る
丁
明
白
せ
り
。
随
て
各
間
切
に
於
て
吏
員
輩
命
令
を
遵
は
す
、
逃
匿
隠
避
私
に
役
所
を
設
け
密
に
旧
藩
の
政
治
（ママ、由か）
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つ
ま
り
、
引
継
事
務
が
あ
る
程
度
整
頓
し
た
こ
と
を
機
に
、
原
忠
順
少
書
記
官
（
鍋
島
の
側
近
）
を
大
美
御
殿
へ
出
張
さ
せ
、
引
継
事
務
に
出
頭
し
て
い
た
筆
者
や
三
司
官
を
は
じ
め
と
す
る
王
府
役
人
に
対
し
て
「
辞
令
書
」
を
発
給
し
こ
の
租
税
船
の
一
件
に
よ
っ
て
、
王
府
役
人
に
よ
る
租
税
の
収
納
が
発
覚
し
た
だ
け
で
な
く
、
旧
来
の
役
所
と
は
別
の
役
所
を
設
け
て
新
設
さ
れ
た
県
庁
に
対
し
て
抵
抗
し
て
い
た
こ
と
、
各
間
切
役
人
と
首
里
士
族
の
間
で
血
判
に
よ
る
盟
約
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
同
時
に
発
覚
し
た
。
ま
た
、
鍋
島
は
「
処
分
官
及
内
務
書
記
官
木
梨
に
も
、
旧
藩
吏
士
族
輩
の
命
令
を
奉
せ
ざ
る
に
は
甚
困
却
。
遂
に
彼
の
詐
調
に
陥
る
位
に
し
て
、
彼
の
陰
謀
斯
の
如
く
な
る
「
を
（皿）
知
ら
き
り
し
。
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
県
官
吏
た
ち
は
こ
の
八
月
段
階
で
王
府
役
人
の
「
陰
謀
」
を
知
る
一
」
と
に
な
っ
た
のである。この「陰謀」発覚後の動きについて、「旧藩吏等採用及び各間切諸島将来事務着手上に関す
〈理）
る
義
に
付
上
申
」
（
以
降
、
「
上
申
書
」
）
や
『
琉
球
見
聞
録
』
に
は
詳
細
な
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
一
部
を
引
用
し
な
が
ら
八
月
下
旬
以
降
の
動
き
を
見
て
い
く
。
「
上
申
書
」
中
に
八
月
二
○
日
の
出
来
事
と
し
て
、
次
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
奉
行
等
へ
は
即
刻
呼
出
に
て
或
は
名
代
を
以
て
、
是
亦
別
紙
写
の
通
り
辞
令
書
相
渡
候
張
せ
し
め
し
、
筆
者
等
も
序
に
出
頭
し
居
り
候
分
は
、
即
座
に
別
紙
写
の
通
辞
令
書
相
渡
し
、
旧
三
司
官
及
旧
物
八
月
廿
日
首
里
大
美
殿
へ
引
継
事
務
既
に
粗
整
頓
し
た
ら
ん
と
す
る
際
に
望
み
、
同
所
へ
少
書
記
官
原
忠
順
を
出
２３￣
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辞
表
差
出
」
し
、
こ
れ
に
続
い
て
物
奉
行
や
筆
者
な
ど
他
の
王
府
役
人
か
ら
も
同
趣
旨
の
辞
表
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を受けて、明くる二一一日に再度原少書記官が大美御殿へ出張し、一一一司官と面会して一日一謝罪を受ける
が
、
再
度
同
趣
旨
の
辞
表
が
提
出
さ
れ
る
。
「
上
申
書
」
に
は
、
こ
の
辞
表
の
写
し
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
提
出
を
求
め
る
と
、
旧
三
司
官
で
あ
る
浦
添
親
方
と
富
川
親
方
の
一
一
人
は
「
得
分
御
請
難
申
上
趣
に
て
、
別
紙
写
の
通
ｌ
（幽）
た
の
で
あ
る
。
原
は
翌
日
ま
で
に
受
書
（
受
諾
書
）
の
提
出
を
命
じ
て
、
こ
の
日
は
那
覇
へ
戻
っ
て
い
る
。
翌
二
一
日
、
県
庁
官
吏
が
大
美
御
殿
に
赴
き
、
「
浦
添
富
川
両
人
へ
受
書
差
出
し
候
様
、
出
張
之
属
官
よ
り
申
間
候
処
」
と
受
書
の
沖
縄
県
顧
問
被
仰
付
、
御
書
出
拝
承
奉
り
、
御
》
届
か
さ
る
の
致
す
所
と
人
民
に
対
し
面
目
な
く
、
候
間
、
何
卒
御
免
被
仰
付
被
下
処
奉
願
候
也
明
治
十
二
年
八
月
廿
二
日浦
添
親
方
沖
縄
県
庁
御
中富
川
親
方
も
右
同
文
御請可仕之処、
勿
論
旧
藩
王
上
京
離
別
の
情
に
不
堪
憂
悶
に
及
ひ
候
次
第
御
座
廃
藩
の
御
処
分
を
蒙
り
候
儀
、
畢
寛
我
々
取
計
行
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こ
の
辞
表
を
見
る
と
、
県
官
採
用
辞
退
の
主
な
理
由
と
し
て
「
畢
寛
我
々
取
計
行
届
か
さ
る
の
致
す
所
と
人
民
に
対
し面目なく」「旧藩王上京離別の情に不堪憂悶に及ひ」などの理由が挙げられており、廃藩を不服とす
る
文
面
は
避
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
辞表の再提出を受けて、原は再度三司官以下の王府役人を呼び出して説諭を試みるが、両者の話し
合いは平行線のまま終わる。また、その際の伊江親雲上の発言を受けて、県の対応が説諭から警察力
に
よ
る
弾
圧
へ
転
じ
て
い
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
或は両属なり。大和所属より廃藩の御処分は不服なり、価て藩王上京の事を憂悶すと云、（中略）
伊江親雲上申立るに抑旧藩吏に於ては勿論廃藩御処分は不腹なりと云ふ、抑当琉球は独立国なり、
情
に
堪
へ
す
憂
悶
に
及
ひ
、
今
程
役
職
相
勤
か
た
く
次
第
御
座
候
間
、
何
卒
御
免
被
仰
付
被
下
処
奉
願
候
也
十
二
年
八
月
廿
二
日
伊
野
波
親
方
以
下
伊
波
筑
登
之
親
雲
上
迫
右
同
文
（お）
沖
縄
県
庁
御
中
沖
縄
県
御
用
係
被
仰
付
、
御
書
付
奉
拝
承
御
請
可
仕
の
処
、
廃
藩
の
御
処
分
被
仰
付
侯
上
、
旧
藩
王
上
京
離
別
の
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伊
江
親
雲
上
は
そ
の
後
数
日
に
渡
っ
て
尋
問
を
受
け
た
上
で
解
放
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
拘
留
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
廃
琉
置
県
が
不
服
で
あ
る
と
表
明
す
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
表
に
出
さ
な
い
形
で
王
府
役
人
た
ちが県への抵抗を続けていたことがわかる。また、前述したように県庁は国際関係の外交上、「日本政
府
不
義
の
処
置
を
為
し
、
力
を
以
て
小
弱
国
を
墜
取
せ
ん
と
せ
し
も
、
国
人
義
を
守
て
服
せ
す
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
実
態
と
し
て
王
府
行
政
が
独
自
に
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
、
意
識
的
な
面
においては王府行政の担い手である壬府役人の中から「廃藩御処分は不服なり」「当琉球は独立国なり」
と
の
発
言
が
あ
り
、
そ
の
双
方
が
表
面
化
し
た
以
上
、
力
づ
く
で
も
速
や
か
に
彼
等
を
恭
順
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
た
可
能性も考えられる。
伊江親雲上の拘留以前にも、八月一八日には八重山からの貢納品の件で既に安室親方・津波古親雲上
の
両
人
が
拘
留
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
江
親
雲
上
の
拘
留
以
降
、
県
は
警
察
を
動
員
し
て
首
里
か
ら
各
間
切
離
島
に
至
る
まで、抵抗する王府役人の拘留を本格化させている。その様子は『琉球見聞録』に記されており、喜
尚
尋
問
の
次
第
有
之
に
付
、
留
置
致
旨
相
達
す
。
然
る
に
当
所
は
素
よ
り
留
置
所
等
も
無
之
に
付
、
首
里
分
署
に
｛妬）
托
し
置
き
失言との申訳は難相立旨呵責し、退座せしむ（中略）価て最前暴一一一一口を発したる伊江親雲上義は、
暫ありて、最前申立たる義は失言に付、取梢無様申出候得共、現に明一一一一口したる義二候得は、決て
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舎場は「旧定役及び旧役場旧諸座諸蔵の役人各間切下知役検者捌理役且宮古八重山各離島在番頭役等、
毎
日
潮
次
に
拘
引
し
、
凡
そ
百
有
余
人
旧
客
館
及
び
旧
砂
糖
座
に
留
置
し
、
交
々
引
き
出
し
、
厳
に
拷
糺
を
為
す
。
其
拷糺は縄を以て両手を縛繁し、屋梁に懸け、杖朴を以て痛く殴撃す。其苦楚惨酷を極む放声啼突一一三
｛幻）
町に聞ゆ。之を聞くや、人皆疾首痙胸し、戦懐震摺せざるなし」と記述している。前述した「上申書」
に
お
い
て
も
、
「
陰
謀
」
の
発
覚
を
受
け
て
「
直
に
属
官
警
吏
等
を
四
出
し
、
百
方
説
諭
且
陰
謀
の
巨
魁
は
一
々
こ
れ
を
（羽｝
糺問し、一時警察署に拘留せり。其数殆一二四百人」と記されており、数百人単位の旧役人たちが警察
に
拘
留
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
九
月
一
三
日
に
浦
添
親
方
が
旧
客
館
へ
拘
引
さ
れ
る
と
、
富
川
は
王
府
役
人
を
中
城
御
殿
に
集
め
て
協
議
し
、
こ
れ
ま
で
の
罪
を
謝
罪
し
、
行
い
を
改
め
る
旨
の
嘆
願
書
を
提
出
し
た
。
科
過
御
宥
免
被
仰
付
被
下
度
奉
存
候
。
伏
て
奉
歎
願
候
也
。
明
治
一
二
年
九
月
一
四
日
全
く
私
共
廃
藩
の
際
倉
卒
繁
劇
自
然
事
務
上
不
行
届
の
処
よ
り
、
前
條
の
件
を
醸
し
甚
だ
以
て
恐
催
至
極
奉
存
依
旧
藩
吏
諸
卿
島
士
族
の
者
共
之
中
、
不
都
合
の
廉
を
以
て
多
数
御
拘
留
被
仰
付
候
に
付
て
は
、
実
に
恐
縮
。
右
者
に
於
て
其
責
を
荷
担
可
仕
候
條
、
て
、
爾
後
萬
緒
不
都
合
無
之
様
、
勉強敢て引請。必ず取計ひ｜
何卒前顕之情実御憐察の上、
必
ず
取
計
ひ
可
申
萬
｜
将
来
に
不
都
合
醸
生
し
候
は
Ｆ
私
共
特
別
の
仁
伽
を
以
て
右
旧
官
吏
及
士
族
共
の（鋤）
旧
衆
官
連
署
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こ
の
嘆
願
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
士
族
層
の
抵
抗
は
自
分
た
ち
の
職
務
不
行
届
に
よ
っ
て
生
じ
た
た
め
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
が
起
き
な
い
よ
う
に
尽
力
す
る
と
い
う
内
容
が
述
べ
ら
れ
、
「
特
別
の
仁
Ⅷ
」
を
以
て
罪
を
許
し
て
ほ
し
い
と
嘆
願
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
旧
王
府
役
人
た
ち
の
中
で
、
県
庁
へ
の
態
度
が
抵
抗
か
ら
恭
順
へ
と
方
向
転
換
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
日
本
人
の
強
暴
当
る
べ
か
ら
ず
、
暫
く
仮
に
其
命
令
に
応
じ
、
以
て
清
軍
を
侍
（釦）
つくし」と富川らの協議で議決したと、喜全口場は記している。
こ
の
動
き
に
対
し
て
、
鍋
島
は
「
軽
易
に
之
を
宥
せ
す
」
と
し
な
が
ら
、
「
旧
藩
吏
其
他
大
に
謝
罪
悔
悟
、
総
て
謝
状
（釦）
を
出
し
、
初
め
て
県
庁
の
命
令
を
奉
す
る
に
至
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
旧
一
二
司
官
は
県
庁
の
顧
問
と
な
り
、
そ
の
他
壬
府
役
人
の
主
だ
っ
た
人
物
も
県
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
（
資
料
１
参
照
）
。
彼
等
が
初
め
て
県
庁
に
出
（犯）
仕
す
る
の
が
一
八
七
九
年
九
月
一
一
四
日
で
あ
る
た
め
、
鍋
島
が
赴
任
し
て
か
ら
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
半
年
近
く
を
費
や
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同
時
進
行
し
て
い
た
行
政
書
類
の
引
き
継
ぎ
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
王
府
役
人
の
採
用
は
首
里
王
府
体
制
の
実
質
的
な
「
行
政
の
解
体
」
で
あ
り
、
藩
王
尚
泰
の
上
京
を
「
王
権
の
解
体
」
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
と
合
わ
せ
て
実
質
的
な
「
首
里
王
府
の
解
体
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
は
同
時
に
沖
縄
県
庁
に
一
元
化
さ
れ
た
地
方
行
政
の
ス
タ
ー
ト
と
も
言
え
る
。
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二
）
伊
藤
博
文
（
内
務
卿
）
の
反
応
これまで見てきた過程を通して、王府役人は沖縄県庁へ取り込まれ、改めて県庁主導の沖縄行政が
開
始
す
る
。
で
は
、
こ
の
県
の
政
策
（
方
針
）
に
対
す
る
明
治
政
府
の
反
応
と
は
、
｜
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
政
策
の
実
行
は
明
治
政
府
の
方
針
に
従
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
鍋
島
の
上
申
に
対
す
る
内
務
卿
伊
藤
博
文
の
反
応
を
見
て
い
き
た
い
。
十
月
八
日
付
で
伊
藤
は
、
鍋
島
県
令
宛
に
次
の
よ
う
な
内
達
を
出
し
て
い
る
。
長
く
な
る
が
全
文
引
用
す
る
。
三
、
王
府
役
人
採
用
を
め
ぐ
る
明
治
政
府
と
沖
縄
県
庁
の
矛
盾
恐
怖
の
餘
り
恭
順
の
体
を
表
し
た
る
も
の
に
し
て
、
決
し
て
真
に
悔
悟
し
た
る
も
の
に
無
之
の
『
一隅の十有餘問切及ひ首里那覇の旧官吏輩の状況を変したる迫にて、全島の形勢』
其如何を知る可らさる処、之を以て県治施行の場合に立至りたるものと視認めて、
去月十八日付を以て、県治上処置振りに付ての具申書を熟閲候処、畢寛島尻地方の陰謀露顕より、
盟約一條等を寛大に附し及ひ、旧一一一司官等を採用する如きは甚た不可然。元来各二ヶ條の所犯は
共に皆重大の事件に付容易に寛典を論す可らさる事理に有之。然れトモ其県の義は内地府県と同
一視す可らさる事情有之を以て、政暑上特に寛典を行ふとも、其活用の効力を失はさる様之を施
決
し
て
真
に
悔
悟
し
た
る
も
の
に
無
之
の
み
な
ら
す
、
状
況
を
変
し
た
る
迫
に
て
、
全
島
の
形
勢
に
至
て
は
、
直
に
其
所
犯
の 未僅
たに
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ら
す
し
て
又
彼
等
の
侮
慢
好
計
を
暹
く
す
る
必
然
に
可
有
之
。
抑
も
為
来
県
治
の
行
は
る
、
と
否
ら
さ
る
と
は
実
に
此
機
会
に
有
之
候
条
、
時
機
を
不
失
様
取
計
所
有
之
、
於
委
曲
の
儀
は
木
梨
書
記
官
に
口
授
致
し
置
候
に
付
願
出
可
有
之
。
此
如
及
内
達
候
也
有
之
、
否
ら
す
し
て
只
過
日
具
申
書
中
所
掲
丈
の
形
況
に
依
て
寛
典
を
論
す
る
時
は
、
却
て
措
置
を
誤
り
乏
し
か
て
彼
等
の
所
行
を
監
督
し
且
其
官
に
於
て
も
親
し
く
説
諭
尽
力
可
有
之
。
尤
も
其
説
諭
は
只
に
間
切
の
役
人
に
対
す
る
の
み
な
ら
す
各
村
人
民
の
重
互
た
る
も
の
を
召
集
し
て
直
接
に
説
諭
す
る
に
あ
ら
さ
れ
は
其
効
能
無
之
候
条
、
厚
く
注
意
可
有
之
、
而
し
て
遂
に
彼
等
の
実
効
を
表
し
た
る
に
於
て
は
、
其
事
情
を
具
し
て
寛
典
処
置
を
伺
出
可
自
ら
全
島
の
諸
間
切
を
巡
廻
し
て
県
命
に
服
従
す
る
様
尽
力
す
る
に
有
之
、
此
時
に
於
て
は
其
官
も
自
ら
出
張
し
付
、
専
ら
其
実
効
を
以
て
悔
悟
謝
罪
の
誠
意
を
表
し
候
様
、
督
責
可
有
之
。
其
実
効
は
則
ち
無
他
旧
三
司
官
等
は
場
合
に
至
て
始
て
寛
典
の
事
を
論
す
へ
き
筋
に
有
之
候
。
然
れ
ト
モ
、
其
寛
典
を
論
す
る
も
只
彼
等
悔
悟
謝
罪
の
陳
述
又
は
書
面
を
出
す
等
の
処
文
（
分
か
）
の
み
に
て
其
実
効
を
顕
は
さ
る
に
於
て
は
之
を
容
る
、
筋
に
難
至
に
ざ
、
れ
は
、
遂
に
徒
事
に
属
す
可
し
。
依
て
先
っ
彼
等
所
犯
の
二
ヶ
條
は
十
分
糺
問
を
遂
け
て
、
其
指
示
教
唆
者
を明にし、就中盟約一條の仰日記の如きは首里旧評定所の手に成りたるものと視認むへき形跡に
付、其根源迫も推究の上旧一一一司官等は固より之に関係したる旧官吏等の罪科は寸も之を假さす大
に
之
を
論
す
へ
き
も
の
と
し
て
厳
重
之
を
督
責
し
、
遂
に
彼
等
を
し
て
悔
悟
謝
罪
、
自
ら
寛
典
を
乞
ふ
て
不
止
の
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こ
の
こ
と
か
ら
、
九
月
一
四
日
の
王
府
役
人
か
ら
の
嘆
願
を
受
け
て
、
県
庁
が
同
月
一
六
日
に
彼
等
の
ほ
と
ん
ど
を
服
従
さ
せ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
鍋
島
か
ら
伊
藤
へ
の
九
月
三
日
付
と
九
月
一
八
日
付
の
一
一
通
の
上
申
が
、
伊
藤
の
前
述
し
た
「
上
申
書
」
は
、
県
庁
が
警
察
を
用
い
た
強
硬
手
段
に
出
て
間
も
な
く
の
九
月
三
日
付
で
内
務
卿
伊
藤
博
文
に
宛
て
た
「
上
申
書
」
で
あ
る
が
、
こ
の
内
達
か
ら
そ
の
後
同
月
一
八
日
付
に
も
上
申
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
一
八
日
付
上
申
の
内
容
は
管
見
の
限
り
不
明
で
あ
る
が
、
「
鍋
島
直
彬
沖
縄
県
令
関
係
綴
」
中
に
は
「
九
月
十
八
日
田
子
浦
丸
ニ
テ
警
視
出
張
所
安
楽
警
部
帰
京
一
一
託
シ
鹿
児
島
ヨ
リ
」
と
付
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
電
報
が
残
っ
て
い→６．
電
報
仮
名
ニ
直
ス
本
月
三
日
上
申
之
末
鴫
尻
地
方
十
六
日
迫
二
總
テ
奉
命
日
々
事
務
相
運
候
委
曲
ハ
郵
便
二
付
シ
及
上
申
候
也
沖
縄
県
令
鍋
島
直
彬
内
務
卿
伊
藤
博
文
殿
明
治
十
二
年
十
月
八
日
内
務
卿
伊
藤
博
文
〈羽〉
沖
縄
県
令
鍋
島
直
彬
殿
！
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司
官
等
を
採
用
す
る
如
き
は
甚
た
不
可
然
」
と
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
伊
藤
は
三
司
官
な
ど
王
府
役
人
が
「
真
に
（猟）
悔
悟
し
た
る
も
の
に
無
之
」
こ
と
を
見
抜
き
、
こ
の
恭
順
が
警
察
力
の
動
員
と
「
島
尻
地
方
の
陰
謀
」
に
対
す
る
恐
怖
か
ら
出
た
表
面
的
な
謝
罪
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
王
府
役
人
た
ち
が
「
自
ら
寛
典
を
乞
ふ
て
不
止
」
状
況
に
な
り
、
自
ら
進
ん
で
全
島
の
諸
間
切
に
対
し
て
県
庁
へ
の
服
従
を
説
諭
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い
限
り
は
、
「
寛
典
」
つ
ま
り
県
庁
へ
の
採
用
を
施
し
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
前
述
し
た
『
琉
球
見
聞
録
』
に
記
さ
れ
た
「
日
本
人
の
強
暴
当
る
べ
か
ら
ず
、
暫
く
仮
に
其
命
令
に
応
じ
、
以
て
清
軍
を
待
つ
べ
し
」
と
い
う
恭
順
の
議
決
内
容
｛羽｝
や
、
一
八
八
一
一
（
明
治
一
五
）
年
に
県
顧
問
の
富
川
（
旧
一
二
司
官
）
が
清
国
へ
脱
出
す
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
内
達
に
お
け
る
伊
藤
の
指
摘
は
的
を
射
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
内
達
か
ら
見
え
る
政
府
（
伊
藤
内
務
卿
）
と
県
庁
（
鍋
島
県
令
）
の
統
治
方
針
に
つ
い
て
、
西
里
喜
行
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
鍋
島
へ
対
す
る
内
達
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
伊
藤
の
「
内
達
」
に
お
い
て
、
ま
ず
特
筆
す
べ
き
点
は
を
示
す
史
料
と
し
て
興
味
深
い
。
伊
藤
の
考
え
方
の
基
調
は
暴
力
的
・
強
圧
的
な
方
法
で
旧
三
司
官
は
じ
め
旧
役
人
層
を
徹
底
的
に
屈
服
・
服
従
さ
せ
る
こ
と
だ
が
、
鍋
島
県
令
ら
は
伊
藤
の
指
示
が
届
く
前
に
、
既
に
旧
三
司
官
伊
藤
博
文
か
ら
鍋
島
直
彬
へ
の
書
簡
は
、
沖
縄
社
会
の
状
況
や
県
政
に
対
す
る
鍋
島
と
伊
藤
の
認
識
や
対
応
の
違
い
の
嘆
願
書
を
受
け
入
れ
、
県
庁
顧
問
に
就
任
さ
せ
る
な
ど
琉
球
社
会
の
内
部
か
ら
県
政
協
力
者
を
獲
得
し
、
分
断
「
直
に
其
所
犯
の
盟
約
一
條
等
を
寛
大
に
附
し
及
ひ
、
旧
三
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た
し
か
に
、
西
里
の
言
う
通
り
九
月
下
旬
以
降
の
伊
藤
と
鍋
島
の
対
応
は
“
ア
メ
と
ム
チ
”
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
王
府
役
人
の
謝
罪
に
対
す
る
両
者
の
認
識
の
違
い
に
も
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
最
終
的
に
旧
壬
府
役
人
を
採
用
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
鍋
島
と
も
共
通
の
方
向
性
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
鍋
島
が
「
琉
球
社
会
内
部
」
の
分
断
を
試
み
た
と
い
う
点
と
、
明
治
政
府
と
県
庁
が
方
針
を
共
有
し
て
い
た
と
い
う
二
点
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
の
「
分
断
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
押
さ
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
「
分
断
」
の
対
象
は
「
琉
球
社
会
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
新
県
に
抵
抗
す
る
旧
王
府
の
統
治
者
（
士
族
層
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
部
の
エ
リ
ー
ト
層
を
新
県
へ
取
り
込
も
う
と
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
地
方
も
含
め
て
旧
王
府
役
人
全
体
を
新
県
へ
取
り
込
も
う
と
し
た
の
か
、
新県の創設過程から捉える必要がある。一章で検討した「琉球処分」以前の「復命書」においては、確
か
に
「
旧
藩
政
中
地
方
の
事
務
を
担
理
し
且
地
方
に
対
し
名
望
特
達
精
廉
の
聞
え
あ
る
旧
官
吏
数
名
暫
く
県
官
に
混
用
し
之
を
し
て
地
方
旧
慣
の
情
に
脅
は
し
め
」
と
記
さ
れ
る
箇
所
か
ら
、
王
国
時
代
の
統
治
者
（
エ
リ
ー
ト
層
）
の
中
か
（”｝
ら
県
政
協
力
者
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
方
針
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鍋
島
は
前
述
し
た
伊
江
親
雲
上
の
「
失
す
る
方
針
へ
転
換
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
明
治
政
府
と
県
庁
は
ク
ア
メ
と
ム
チ
参
の
手
段
で
対
応
す
る
方
針
を
共
有
し
て
い
た
が
、
伊
藤
は
ム
チ
の
手
段
に
重
点
を
置
く
立
場
に
対
し
、
鍋
島
ら
は
ア
メ
の
手
法
で
分
断
を
狙
っ
｛犯）
た。
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言
」
に
対
し
て
容
赦
な
く
警
察
へ
拘
留
し
、
王
府
役
人
か
ら
の
嘆
願
書
に
対
し
て
も
王
府
役
人
の
「
総
て
謝
状
を
出
」
す
ま
で
県
庁
へ
の
採
用
を
見
合
わ
せ
る
な
ど
、
「
琉
球
処
分
」
を
あ
く
ま
で
内
政
問
題
と
し
て
処
理
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
貫
き
、
県
の
問
題
と
し
て
反
抗
す
る
者
に
は
県
令
の
「
威
厳
」
を
以
て
対
処
し
た
。
つ
ま
り
、
鍋
島
の
方
針
（
方
向
性
）
は
あ
く
ま
で
一
部
の
協
力
者
を
作
る
「
分
断
」
で
は
な
く
、
王
府
役
人
全
体
の
掌
握
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
県
庁
は
王
府
役
人
が
恭
順
す
る
以
前
か
ら
一
方
的
に
「
辞
令
書
」
を
発
行
す
る
な
ど
、
地
方
も
含
め
て
旧
王
府
の
役
人
全
体
を
改
め
て
県
と
し
て
任
命
し
直
す
方
針
で
一
貫
し
て
お
り
、
政
策
的
な
転
換
は
見
ら
れ
な
い
。
警
察
力
の
動
員
も
県
庁
へ
掌
握
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
二
点
目
の
明
治
政
府
と
沖
縄
県
庁
が
、
方
針
を
共
有
し
な
が
ら
沖
縄
統
治
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
お
い
て
伊
藤
の
内
達
に
対
す
る
県
庁
の
反
応
（
対
応
）
か
ら
検
討
し
た
い
。
三
）
伊
藤
の
内
達
に
対
す
る
沖
縄
県
庁
の
対
応
『原応侯』中には、この王府役人採用に際して原が政府へ提出した稟申書の一部が記載されている。
彼
等
の
挙
動
は
、
｜
は
非
常
御
処
分
の
末
、
旧
藩
王
を
追
慕
す
る
区
々
た
る
私
情
よ
り
出
る
婦
女
子
の
行
為
に
て
国
家
に
不
軌
を
企
つ
る
等
の
罪
犯
に
あ
ら
す
一
は
小
役
の
者
共
へ
俸
禄
を
給
す
る
に
向
後
絶
へ
て
財
途
な
き
を
憂
候
念
慮
よ
り
出
る
の
み
に
て
真
の
贈
罪
に
も
あ
ら
さ
る
べ
し
、
抑
も
沖
縄
の
義
は
開
關
以
来
一
種
独
裁
の
体
を
為
230
こ
の
稟
申
書
を
要
約
す
る
と
、
原
は
ま
ず
こ
れ
ま
で
の
王
府
役
人
の
抵
抗
を
「
旧
藩
主
を
追
慕
す
る
区
々
た
る
私
情
」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
決
し
て
反
国
家
（
日
本
）
的
な
犯
罪
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
琉
球
藩
が
内
地
の
各
旧
藩
と
異
な
る
事
情
を
有
し
て
い
た
た
め
、
廃
藩
の
際
に
大
き
な
混
乱
が
生
じ
、
「
不
都
合
の
事
件
を
醸
出
」
し
た
と
そ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
対
応
と
し
て
は
警
察
に
よ
る
謎
責
ま
で
に
止
め
、
裁
判
に
よ
っ
て
罪
を
裁
く
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
「
極
め
て
寛
大
の
処
置
」
つ
ま
り
県
庁
へ
の
採
用
や
生
活
の
保
障
を
行
い
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
稟
申
書
」
中
に
お
け
る
旧
藩
主
へ
の
追
慕
や
廃
藩
に
よ
る
倉
卒
な
ど
の
文
面
か
ら
は
、
前
述
し
た
三
司
官
ら
の
嘆
願
書
の
内
容
を
踏
襲
し
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
伊
藤
が
こ
れ
に
対
し
て
「
決
し
て
真
に
悔
悟
し
た
る
も
の
に
無
之
」
と
指
摘
し
た
こ
と
と
は
、
沖
縄
の
現
状
に
対する認識が異なる。前述した王府役人からの嘆願書提出後における、「軽易に之を宥せす」「旧藩吏
其
他
大
に
謝
罪
悔
悟
、
総
て
謝
状
を
出
し
、
初
め
て
県
庁
の
命
令
を
奉
す
る
に
至
る
」
と
い
う
県
庁
の
対
応
に
よ
っ
て
、
伊
藤
の
指
摘
を
す
で
に
ク
リ
ア
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
置
県
当
初
の
沖
縄
に
お
い
て
、
内
務
卿
つ
ま
り
明
治
政
府
か
ら
の
内
達
よ
り
現
場
（
県
庁
）
の
判
断
が
優
先
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
た
い
。
鍋
島
の
「
上
止
め
求
刑
裁
判
に
及
ぼ
さ
す
極
め
て
寛
大
の
処
置
致
度
云
々
置
県
倉
卒
之
際
殆
ん
と
方
向
に
迷
ひ
右
不
都
合
の
事
件
を
醸
出
候
と
看
倣
し
警
察
上
に
於
て
非
違
を
戒
む
る
迄
に
し
た
る
末
に
て
内
地
の
各
旧
藩
と
は
少
し
く
性
質
を
異
に
す
る
も
の
有
之
候
処
俄
に
非
常
の
御
処
分
と
相
成
廃
藩
（兜）
（応侯立案）
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こ
の
記
述
か
ら
は
、
地
方
の
こ
と
は
あ
く
ま
で
地
方
で
処
理
を
す
る
と
い
う
鍋
島
の
方
針
が
垣
間
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
後
に
鍋
島
が
辞
任
す
る
直
前
の
明
治
一
四
年
頃
に
お
い
て
、
既
に
辞
職
し
た
県
官
吏
や
新
県
の
視
察
に
訪
れ
た
岩
村
高
俊
の
復
命
書
に
よ
っ
て
、
鍋
島
県
令
が
「
窓
に
旧
慣
ヲ
変
更
シ
風
俗
人
情
ヲ
顧
ミ
ズ
」
と
い
う
批
判
を
受
け
て
い
（佃〉
る
こ
と
に
も
共
通
す
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
明
治
政
府
と
県
庁
の
方
針
の
共
有
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
旧
王
府
役
人
を
採
用
し
、
新
県
体
制
に
取
り
込
む
と
い
う
方
向
性
は
共
有
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
共
有
し
て
い
る
と
は
言えない。伊藤が内達を出した十月八日の時点で、すでに旧一一一司官は顧問に就任しており、九月一一四
日
に
は
初
登
庁
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
鍋
島
ら
が
伊
藤
の
内
達
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
片
付
い
て
申
書
」
中
に
は
、
旧
王
府
役
人
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
糾
す
る
。
其
常
な
り
。
笑
そ
再
ひ
政
府
に
処
分
を
請
ふ
の
事
あ
る
へ
け
ん
や
。
（羽）
な
る
士
族
輩
を
田
正
服
悔
悟
す
る
に
至
ら
し
む
へ
し
大
処
へ
叩
ふ
Ｉ
ま
、
言
を
信
し
疑
は
す
。
謂
く
地
方
の
警
察
を
左
右
す
る
は
地
方
長
官
の
任
な
り
。
此
際
属
官
警
部
等
勢
の
為
し
難
き
に
困
惑
し
、
き
に
困
惑
し
、
地
方
官
に
し
て
厳
猛
の
処
置
を
為
す
は
不
可
な
り
。
再
ひ
政
府
に
究
寛
県
治
を
施
く
の
時
に
至
ら
ざ
る
く
し
と
議
論
終
り
た
り
。
余
は
篤
く
足
下
の
筍
く
も
非
運
の
も
の
あ
れ
は
之
を
宜
し
く
連
に
威
厳
を
以
て
、
陰
険
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本
稿
は
沖
縄
県
設
置
直
後
の
沖
縄
県
庁
の
実
相
と
し
て
、
新
県
の
人
事
政
策
に
着
目
し
考
察
を
行
っ
た
。
旧
王
府
役
人
を
新
県
へ
取
り
込
む
政
策
は
、
県
政
運
営
上
の
事
情
か
ら
沖
縄
県
設
置
以
前
よ
り
既
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、
鍋
島
県
令
赴
任
以
降
も
同
様
の
方
針
が
採
ら
れ
た
も
の
の
、
沖
縄
県
設
置
に
前
後
し
て
政
策
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
微
妙に異なっている。「松田道之・木梨精一郎宛俣野他復命書」では、旧藩政中において地方行政を担当
し
た
有
力
者
を
県
官
と
し
て
取
り
込
み
、
地
方
行
政
を
円
滑
化
す
る
提
案
が
な
さ
れ
て
お
り
、
抵
抗
す
る
王
府
役
人
の
中
に
協
力
者
を
作
り
、
旧
統
治
者
を
内
部
か
ら
「
分
断
」
さ
せ
る
政
策
で
あ
っ
た
。
他
方
、
置
県
後
の
鍋
島
県
政
に
よ
る
人
事
政
策
で
は
、
一
部
の
協
力
者
を
作
る
の
で
は
な
く
、
王
府
行
政
組
織
全
体
を
掌
握
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
か
ら
の
事
で
あ
り
、
翌
年
（
明
治
一
三
年
）
の
「
人
事
録
」
に
も
明
治
一
二
年
の
も
の
と
同
様
に
王
府
役
人
の
名
前
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
結
果
的
に
県
が
そ
の
政
策
を
押
し
通
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
鍋
島
が
「
上
申
書
」
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
地
方
の
こ
と
は
あ
く
ま
で
地
方
で
処
理
を
す
る
と
い
う
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
動
向
に
も
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
の
主
題
で
あ
る
王
府
役
人
の
採
用
を
め
ぐ
る
明
治
政
府
と
沖
縄
県
庁
と
の
一
連
の
や
り
取
り
か
ら
は
、
置
県
直
後
の
沖
縄
に
お
い
て
、
内
務
卿
か
ら
の
内
達
よ
り
担
当
者
（
県
令
）
の
裁
量
（
方
針
）
が
現
場
に
お
い
て
優
先
さ
れ
た
と
い
う
新
県
運
営
の
実
相
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
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従
来
の
観
点
な
ら
ば
、
こ
こ
で
議
論
は
終
わ
る
所
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
主
眼
は
こ
れ
以
降
の
明
治
政
府
と
県
庁
の
動
向
に
あ
る
。
こ
の
王
府
役
人
の
県
庁
へ
の
採
用
に
対
し
て
、
沖
縄
統
治
の
担
当
部
局
長
官
で
あ
る
内
務
卿
伊
藤
博
文
は
「
直
に
其
所
犯
の
盟
約
一
條
等
を
寛
大
に
附
し
及
ひ
、
旧
三
司
官
等
を
採
用
す
る
如
き
は
甚
た
不
可
然
」
と
述
べ
る
な
ど
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
緩
和
的
対
応
は
尚
早
で
あ
る
と
し
て
、
さ
ら
に
徹
底
し
た
県
庁
へ
の
屈
服
・
服
従
を
求
め
県
政
の
意
向
と
し
て
は
、
新
県
設
置
に
抵
抗
す
る
王
府
役
人
は
一
人
も
お
ら
ず
、
王
府
役
人
は
全
員
新
県
に
協
力
し
て
い
る
と
い
う
体
裁
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
鍋
島
の
「
上
申
書
」
中
に
「
清
国
政
府
は
必
す
言
は
し
、
日
本
政
府
不
義
の
処
置
を
為
し
、
力
を
以
て
小
弱
国
を
厘
取
せ
ん
と
せ
し
も
、
国
人
義
を
守
て
服
せ
す
。
日
本
既
に
他
の
属
国
奪
有
せ
ん
と
し
、
而
し
て
一
国
の
人
民
を
苦
し
む
罪
問
へ
し
と
の
事
起
る
は
、
実
に
我
大
日
本
帝
国
の
汚
辱
に
し
て
、
各
国
の
慢
侮
怯
笑
を
蒙
ら
ん
。
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
海
外
か
ら
の
視
線
に
対
し
て
、
「
弱
小
国
」
（
琉
球
）
を
「
唾
取
」
し
た
の
で
は
な
く
、
元
来
日
本
帝
国
の
人
民
で
あ
っ
た
と
い
う
体
裁
を
保
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
王
府
行
政
が
秘
密
裏
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
ま
で
「
廃
藩
」
を
「
不
服
」
と
す
る
見
解
を
避
け
て
い
た
王
府
役
人
の
中
か
ら
、
「
廃
藩
処
分
」
を
「
不
服
」
と
す
る
意
見
が
出
た
こ
と
は
、
王
府
役
人
に
対
す
る
県
の
対
応
が
強
行
策
（
警
察
力
の
動
員
）
へ
転
換
す
る
一
要
因
と
な
り
、
県
庁
が
目
指
し
た
体
裁
の
崩
れ
る
危
険
性
を
暴
力
的
に
排
除
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
県
庁
の
と
っ
た
強
行
策
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
抵
抗
を
続
け
て
い
た
王
府
役
人
た
ち
は
方
針
を
転
換
し
、
同
年
の
九
月
下
旬
に
県
庁
へ
取
り
込
まれた。
234
た
。
王
府
役
人
の
方
針
の
転
換
に
関
す
る
「
琉
球
見
聞
録
』
の
記
述
を
踏
ま
え
る
と
、
伊
藤
の
「
真
に
悔
悟
し
た
る
も
の
に
無
之
」
と
い
う
指
摘
は
的
を
射
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
鍋
島
は
、
伊
藤
の
内
達
を
受
け
て
以
降
も
王
府
役
人
た
ち
を
県
官
吏
と
し
て
そ
の
ま
ま
雇
用
し
続
け
た
。
原
忠
順
の
「
稟
申
書
」
や
鍋
島
の
「
上
申
書
」
を参照すると、県政運営上の問題は県の判断によって解決するという鍋島らの方針が垣間見えていた。
そ
の
後
の
鍋
島
の
動
向
を
踏
ま
え
る
と
、
明
治
政
府
の
新
県
統
治
に
対
す
る
方
針
は
「
旧
慣
」
の
利
用
（
据
置
）
と
い
う
大
枠
の
み
で
あ
り
、
具
体
的
な
統
治
の
現
場
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
部
分
で
現
場
の
判
断
が
優
先
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
大
里
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
明
治
以
前
の
幕
末
期
に
お
け
る
「
為
政
者
」
（
藩
主
）
で
あ
っ
た
鍋
島
が
、
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
県
で
あ
る
沖
縄
県
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前
の
経
験
を
踏
ま
え
つ
つ
再
度
「
為
政
者
」
と
成
り
え
た
（
藩
政
を
再
現
し
得
た
三
余
地
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
の
考
察
を
通
し
て
、
改
め
て
新
県
統
治
の
初
期
状
況
に
お
い
て
、
明
治
政
府
と
沖
縄
県
庁
の
統
治
に
関
す
る
方
策
は
必
ず
し
も
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
く
、
県
庁
は
大
筋
の
方
向
性
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
政
府
の
政
策
意
図
を
忠
実
に
再
現
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
「
初
期
県
政
」
期
に
限
っ
て
い
え
ば
、
そ
の
後
の
諸
政
策
や
上
杉
県
令
と
の比較を通して、「初期県政」における華族（旧大名）県令がどれ程独自に県政を展開しようとしたの
かなど、今後考察を深める必要がある。例えば、本稿の対象である鍋島は王府役人の県庁への採用に際
し
て
、
王
府
役
人
に
よ
る
嘆
願
書
の
文
面
を
そ
の
ま
ま
享
受
し
、
そ
れ
以
上
は
自
ら
の
判
断
で
不
問
と
し
た
よ
う
に
、
決
し
て
明
治
政
府
の
意
向
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
姿
勢
か
ら
は
、
鍋
島
の
華
族
（
旧
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大
名
）
と
し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
県
政
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
あ
る
種
の
「
徳
治
主
義
」
的
な
側
面
が
見
受
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
新
県
統
治
初
期
に
お
い
て
は
、
明
治
政
府
、
鍋
島
県
政
さ
ら
に
は
上
杉
県
政
な
ど
各
々
の
統
治
に
対
す
る
考
え
方
（
姿
勢
）
は
、
異
な
っ
て
い
た
状
況
が
見
受
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
一
方
で
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
一
方
的
に
「
処
分
」
さ
れ
、
弾
圧
的
に
新
県
へ
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
王
府
役
人
た
ち
の
思
惑
が
、
こ
れ
ら
「
為
政
者
」
の
論
理
と
一
致
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
『
琉
球
見
聞
録
』
の
記
述
か
ら
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
沖
縄
統
治
の
初
期
段
階
お
よ
び
「
初
期
県
政
」
期
を
考
察
す
る
上
で
、
単
純
な
「
日
本
（
明
治
政
府
）
」
対
「
沖
縄
（
首
里
王
府
）
」
と
い
う
二
項
対
立
構
造
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
新
県
体
制
の
創
設
過
程
に
お
け
る
中
央
（
明
治
政
府
）
と
現
場
（
鍋
島
）
の
間
で
ズ
レ
が
現
れ
て
く
る
こ
と
を
捉
え
つ
つ
、
そ
の
中
で
い
か
に
沖
縄
県
の
初
期
状
況
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
み
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
［注］
（
１
）
現
在
こ
の
歴
史
用
語
に
つ
い
て
、
「
琉
球
処
分
」
と
は
そ
の
歴
史
の
一
方
の
当
事
者
、
こ
こ
で
は
「
処
分
」
し
た
側
（
明
治
政
府
）
の
用
い
た
用
語
で
あ
り
、
客
観
性
に
乏
し
く
不
適
切
で
あ
る
た
め
「
琉
球
併
合
」
と
い
う
用
語
で
捉
え
直
す
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
波
平
恒
夫
「
近
代
東
ア
ジ
ア
史
の
な
か
の
琉
球
併
合
』
岩
波
書
店
、
二
○
一
四
年
等
）
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
同
時
代
の
史
料
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
点
を
踏
ま
え
、
「
琉
球
処
分
」
と
い
う
用
語
を
次
の
よ
う
な
定
義
で
使
用
す
る
。
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「処分」という用語の語源には、その担当者である松田道之がそもそも「処分官」という役職であることに起
因
し
て
い
る
。
で
は
、
「
処
分
官
」
で
あ
る
松
田
は
何
を
も
っ
て
「
処
分
」
を
完
了
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
琉
球
処
分』における内務省とのやり取りから、松田の任務は次のように設定される。琉球藩による対清国関係断絶
命令と裁判事務引き渡し命令の無視という言いがかり的な論理による①琉球藩の「廃藩置県」と、②国王尚
泰の上京の二点であった。そのため、史料用語としての「琉球処分」は一八七九年一一一月二七日の「廃琉置県
（沖縄県設置）」と同年五月二七日の藩王尚泰の上京を以て完了したと定義づけられる。これは、これまで狭
義の「琉球処分」として解釈されていたが、筆者は用語自体の意味と琉球が日本へ包摂される過程への解釈
は
分
け
て
使
用
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
（２）菊山正明『明治国家の形成と司法制度」（御茶の水書房、一九九三年）三五二－一一一五七頁。
（３）「表十五人（衆）」とは、首里王府の評議機関のメンバーの総称であり、三司官とともに王府政治の中枢を担っ
た
政
治
上
の
実
力
者
で
あ
っ
た
。
（４）金城正篤「初期県政」（『沖縄県史』二政治、琉球政府、一九七○年）一五一’一五七頁。この他、旧王府役人
の県庁への任用過程について述べた研究としては、大田朝敷「沖縄県政五十年』（おきなわ社、’九三二年）、
我部政男「明治政府の成立と琉球処分」（企画部市史編集室編『那覇市史」通史編第二巻近代史、那覇市役所、
’九七四年）、比屋根照夫「琉球復旧運動の軌跡」（前掲「那覇市史』通史編第二巻近代史）、田港朝昭「琉球
処分」（沖縄県教育委員会編「沖縄県史』一通史、国書刊行会、’九七六年）、金城正篤「琉球処分論員沖縄
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（５）西里喜行『沖縄近代史研究ｌ旧慣温存期の諸問題ｌ」（沖縄時事出版、一九八一年）一七頁。
（６）金城正篤「初期県政」（琉球政府編『沖縄県史」国書刊行会、’九七○年）一五九－一六二頁。
（７）森宣雄「沖縄初期県政の挫折と旧慣温存路線の確立Ｉ旧慣温存論争の政治史面からの再検討ｌ」ｓ侍兼山論
叢」一一一一一、’九九八年）二六、四三‐四四頁。森は「初期県政」の特徴として「①日本の旧藩主華族を県令と
し
、
そ
の
権
威
の
も
と
で
、
②
琉
球
社
会
に
対
す
る
県
庁
の
支
配
権
の
安
定
確
立
な
い
し
浸
透
に
取
り
組
む
が
、
③
旧
慣
の
処
理をめぐる政策方針が中央政府とのあいだで統一されないまま、そこに紛糾を生じ②の課題の達成を見ずに
頓挫した」と指摘した。
（
８
）
大
里
知
子
「
官
僚
知
事
の
系
譜
」
（
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
史
料
編
集
室
編
『
沖
縄
県
史
』
各
論
編
五
近
代
、
沖
縄
県
教
育委員会、’一○｜一年）’一一二－一二一一一頁。
タ
ィ
ム
ス
社
、
一
九
七
八
年
）
、
西
里
喜
行
『
沖
縄
近
代
史
研
究
ｌ
旧
慣
温
存
期
の
諸
問
題
ｌ
』
（
沖
縄
時
事
出
版
、
’
九
八
一
年）、菊山正明「沖縄統治機構の創設」（琉球新報社編『新琉球史ｌ近代・現代編ｌ』琉球新報社、一九九二
年）、西里喜行『清末中琉日関係史の研究』（京都大学学術出版会、二○○五年）、後田多敦「琉球救国運動
Ｉ抗日の思想と行動』（出版社言舸目、二○’○年）、赤嶺守「琉球士族の反抗」（沖縄県文化振興会史料
編
集
室
編
『
沖
縄
県
史
』
各
論
編
五
巻
近
代
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
二
○
二
年
）
、
秋
山
勝
「
県
令
政
治
の
実
相
」
（
前
掲
「沖縄県史』各論編五巻近代）、波平恒夫『近代東アジア史のなかの琉球併合』（岩波書店、二○一四年）等が
挙げられる。
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（Ⅲ）「鍋島直彬県令関係綴」（四）（『鍋島文書』一巻、那覇市歴史博物館所蔵）’五三頁。「鍋島直彬県令関係綴」
四
は
、
’
八
七
九
年
五
月
の
鍋
島
赴
任
か
ら
一
○
月
頃
ま
で
の
県
内
状
況
に
関
す
る
報
告
書
の
写
し
と
推
測
さ
れ
る
。
本
史
料
は
祐
徳
博
物
館
（
佐
賀
県
鹿
島
市
）
「
祐
徳
文
庫
」
所
蔵
の
鍋
島
家
関
係
史
料
の
内
、
沖
縄
関
係
の
も
の
を
複
写
し
た
も
の
で
あ
る。「祐徳文庫」は現在整理中であり、一般公開はなされていないため、本稿では、那覇市歴史博物館所蔵
（’九九○年二月二○日受入）の『祐徳神社沖縄関係鍋島文書』（複製本）を参照している。また、巻号数（製
本番号）および頁数は那覇市歴史博物館所蔵のものに拠る。以降、「鍋島文書』と省略して記述する。
（
Ｅ
）
注
辿
と
同
一
五
三
－
一
五
四
頁
。
（
９
）
「
松
田
道
之
・
木
梨
精
一
郎
宛
俣
野
他
復
命
書
」
（
沖
縄
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
参
照
。
引
用
文
中
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
直
し
ており、適宜句読点および傍線を付している（以下、同じ）。
（Ⅲ）松田道之『琉球処分罠横山学編『琉球所属問題関係資料』第七巻琉球処分下、本邦書籍、一九八○年、初出
一八七九年）二○四頁。
（、）「琉球藩処分方法」（注、と同）九五－九六頁。
（皿）喜舎場朝賢『琉球見聞録』（ペリカン社、’九七七年、初出一九一四年）二九頁。
（
Ｅ
）
盟
約
書
を
通
し
た
全
域
的
な
新
県
へ
の
不
服
従
に
つ
い
て
は
前
掲
「
琉
球
士
族
の
反
抗
」
に
詳
し
い
。
そ
の
内
容
は
「
日
本
（政府）の命令を奉じて貫禄を受けるものは首を刎ねて赦すことなし」という厳しいものであった（注、と同
一一一三頁）。
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（旧）「鍋島直彬県令関係綴」および『鍋島文書』については注ｕ参照。
（
別
）
注
以
と
同
一
五
四
－
一
五
五
頁
。
（
Ⅲ
）
注
叫
と
同
一
五
五
頁
。
（皿）本史料は「鍋島文書』に所収されており、「鍋島直彬祠昂令関係綴」（己にあたる。以下、「上申書」と記述する。
（
昭
）
注
皿
と
同
七
六
頁
。
（別）注助と同七六－七七頁。
（
妬
）
注
犯
と
同
八
六
’
八
七
頁
。
（
妬
）
注
朗
と
同
七
九
頁
。
（〃）注皿と同一四四頁。
（
肥
）
注
助
と
同
一
五
五
頁
。
（
羽
）
注
皿
と
同
一
四
六
頁
。
（焔）西里喜行『清末中琉日関係史の研究」（京都大学学術出版会、二○○五年）三○五－一一一○七頁。
（Ⅳ）赤嶺守「琉球士族の反抗」（注８と同書に所収）七六’七七頁。
（旧）注皿と同一五四頁。ここでの「寛典」は、「三王府役人採用をめぐる明治政府と沖縄県庁の矛盾」の項目
で考察する伊藤博文からの「内達」中にも、県庁など行政機関へ採用することを表す用語として使用されて
し､
る
Ｃ
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（銘）「内務卿伊藤博文から沖縄県令鍋島直彬宛て内達」（琉球大学附属図書館「原忠順文庫」所蔵）。
（
別
）
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
島
尻
地
方
の
陰
謀
」
と
は
、
島
尻
地
方
の
細
民
に
よ
る
県
庁
へ
の
内
通
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れる。『琉球見聞録』には、「其人を拘引するや那覇小禄豊見城辺の細民等密に県官に通情する者衆多あいて」
と記されている（注四書一四四頁参照）。
（弱）富川の脱清については、注Ⅳ書に詳しい。
（髄）西里喜行「自己決定権回復底流に（識者評論）」（「琉球新報」二○一五年六月一一且。
（師）「松田道之・木梨精一郎宛俣野他復命書」（沖縄県公文書館所蔵）。
（銘）原忠順「裏申書」（久布白兼武「原応侯』原忠一発行、一九二六年））一一一七四頁。『原応侯』は編著者久布白兼
武
、
発
行
者
原
忠
一
氏
な
ど
原
の
親
族
や
鹿
島
の
有
力
者
に
よ
っ
て
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
発
行
さ
れ
た
原
忠
順
の
伝
記である。現在一般公開はなされていない「祐徳文庫」所蔵の史料（「鍋島文書」含む）を中心に関係記録を
丹
念
に
駆
使
し
て
か
か
れ
て
お
り
、
例
え
ば
沖
縄
で
の
動
向
に
関
す
る
箇
所
で
は
『
祐
徳
神
社
沖
縄
関
係
鍋
島
文
書
罠
鍋
島
文
書
）
か
ら
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
本
稿
で
は
近
世
末
期
か
ら
明
治
初
期
の
鹿
島
藩
と
置
県
直
後
の
沖
縄
県
の
様
子
や
原
お
よ
び
鍋
島
直
彬
の
動
向
を
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
用
い
る
。
〆￣ヘ〆￣へ〆￣へグーへ〆￣へ
３４３３３２３１３０
、￣、_＝～-－、－－、－〆
注注注
１２２２１２
ととと
同同同
一四七頁。
一
五
五
－
一
五
六
頁
。
四六頁。
241廃琉置県直後の沖縄県庁運営の実相
（羽）注助と同一五四頁。
（蛆）「内務卿・大蔵卿あて鍋島県令・原書記官連名の「内申』書」’八八一（明治一四）年一月二一日（金城正篤
「初代沖縄県令鍋島直彬関係文書」『史料編集室紀要』二九、二○○四年一一一月）一九四頁。「原忠順あて鍋島直
彬書翰罠琉球大学付属図書館所蔵）中には、岩村の復命書の内容（項目）に関する記述が見られる。
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